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生み出す言葉 logoSが第二の自然 physisともなるようなマラルメ独 自の詩学の生誕を
認める竹内信夫(Nobuo Takeuchi,〈(De la notion de di宙nitёchez Mallannё,un essal
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視の自然である」(シェリング)としたフイリップ・ソレルス (Philippe Sollers,く(Logique de




































































(26)「仮 定 する」feindreの語 源 ingere(形作る、案 出する)のスピーヌムictumから派生








(30)「もしも、厳 密 な意 味で想 像 力 があり抽 象的 な、
が輝 きを放 つとしたなら(0…)」。(α
“
ツ″
`S 
θο″P′夕′θs,(31)α
“
ッ″′s cο‐p′″ras,p.319
(32)fbJグ.,p.645.
(33)GE“ッr`s」フカJ′οSο′カメ9“θs,tome I ,p.571
(34)fbJ′.,p.522
したがつて詩的であるフランス精神
p.544)。
(35)デヵルトの二元論とは、言うまでもなく、精神と肉体とを分断することにある。『気象
マラルメにおける詩的フイクションと科学的方法 107
学』では、「それからまた、色や光が見えるためには、なにか物質的なものが、その対象
から眼まで伝わってくるのだと前提する必要はないし、その対象のなかに、これについて
われわれが抱く観念や感覚と似たものが存在する必要すらない、とかんがえてもよいで
あろう」と書いている。(C“ッras′ヵJ′οsap力J9“gs,tome I,p.655).
(36)α
“
ッ″
`s cο"LP′
aras,p.295.
(37)ラテン語で「寓話」fableにあたるfabulaは、動詞 fari(話す)から来ている。
(38)α
“
ッrθs′力J′οsoP力J9“θs,tome Ⅱ,pp.415-416.
(39)α
“
ッ′θs cο閣ノタ′aS,p.481.あるいは、「インクの壺は、意識のように透明なクリスタル
だが、底には、暗黒の色をした滴がたまっていて、この滴こそ、何かあるものが存在する
ということに関係があるのだ」。(fbJ′。,p.370).
(40)rbF′。,p.851.
(41)Jb′′。,p.648.
(博士課程後期課程)
